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高齢者の骨粗鬆症の予防のためには適度な運動とバランスの取れた栄養の摂取が重要。
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骨吸収マーカー（デオキシピリジノリン）とカルシウム摂取量／歩行数比との関係
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骨粗鬆症の予防のために、女性の高齢者を対象として
歩行数、各種カルシウム調節ホルモン、栄養摂取状況な
どについて分析し調査した論文です。とくに骨吸収マー
カーであるデオキシピリジノリンを分析した結果、日常
の活動量（歩行数として示している）に見合うだけの栄
養摂取ができていない高齢者で、この分析値が上昇して
いました。上昇していることは骨からのカルシウムなど
の脱出が考えられ、この状態が続くと骨粗鬆症が進行す
ることになります。また、加齢にともない歩行数は低下
しているが、歩行数と骨吸収マーカーとは相関がないこ
ともわかりました。
したがって、高齢者の骨粗鬆症予防のためには、適度
な運動（多過ぎてもよくない）の実施と身体活動に必要
なバランスのとれた栄養の摂取が重要な因子であること
がわかりました。
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